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を
計
画
的
に
推
進
し
、
河
川
の
水
質
浄

化
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

□問
四
万
十
川
に
関
わ
る
自
治
体
の
働
き

か
け
に
つ
い
て
。

町
長
職
務
代
理
者　

清
流
四
万
十
川
に

注
ぐ
最
大
級
の
支
流
で
あ
る
広
見
川
が

流
れ
る
当
町
と
し
て
は
、
県
境
を
越
え

た
四
万
十
川
流
域
市
町
と
連
携
し
て
、

四
万
十
川
水
系
の
清
流
保
全
活
動
を
進

め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
愛
媛
県
側

が
当
町
な
ど
１
市
２
町
、
高
知
県
側
は

四
万
十
市
な
ど
１
市
４
町
、
さ
ら
に
愛

媛
・
高
知
両
県
当
局
で
構
成
す
る
四
万

十
川
愛
媛
・
高
知
連
携
協
議
会
を
組
織

し
て
お
り
、
そ
の
会
を
通
じ
て
懸
案
課

題
を
持
ち
寄
り
、
協
議
・
検
討
し
て
情

報
の
共
有
を
図
り
、
連
携
・
協
調
す
る

こ
と
で
、
四
万
十
川
の
清
流
保
全
や
河

川
環
境
の
美
化
等
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。

　

当
協
議
会
は
、
定
期
的
に
開
催
さ
れ

て
お
り
、
今
年
２
月
の
会
議
の
際
に
は
、

当
町
か
ら
は
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及

促
進
や
え
ひ
め
Ａ
Ｉ
―
１
の
普
及
活
動

の
取
り
組
み
状
況
な
ど
の
報
告
を
行
っ

た
。
ま
た
、
高
知
県
側
か
ら
は
広
見
川

の
濁
水
の
四
万
十
川
へ
の
影
響
に
つ
い

て
現
状
の
報
告
が
あ
り
、
今
後
は
連
携

を
密
に
し
て
情
報
交
換
を
行
い
、
農
業

濁
水
防
止
対
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
町
で
も
、
鬼

北
地
域
で
構
成
す
る
「
広
見
川
等
を
き

れ
い
に
す
る
協
議
会
」
の
活
動
を
中
心

に
し
て
、
さ
ら
に
四
万
十
川
流
域
市
町

な
ど
と
も
連
携
を
深
め
、
河
川
水
質
浄

化
な
ど
の
面
で
広
域
的
な
環
境
保
全
活

動
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
し
て

い
る
。

◎
鬼
北
町
の
食
料
自
給
率
に
つ
い
て

□問
荒
廃
農
地
の
原
状
復
帰
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
。

町
長
職
務
代
理
者　

全
国
で
耕
作
放
棄

地
の
現
状
を
把
握
す
る
現
地
調
査
が
本

年
度
実
施
さ
れ
、
鬼
北
町
で
も
、
農
業

委
員
会
が
主
体
と
な
り
８
月
か
ら
現
地

調
査
を
行
っ
た
。
こ
の
調
査
は
、
耕
作

放
棄
地
の
状
況
度
合
に
応
じ
て
一
筆
ご

と
に
区
分
す
る
も
の
で
、
そ
の
調
査
の

結
果
は
、「
草
刈
り
等
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
直
ち
に
耕
作
す
る
こ
と
が
可
能
な

土
地
に
区
分
さ
れ
る
も
の
」
が
、
３
８

９
筆
で
22
・
２
㌶
、「
森
林
・
原
野
化
し

て
い
る
等
農
地
に
復
元
し
て
利
用
す
る

こ
と
が
不
可
能
な
土
地
に
区
分
さ
れ
る

も
の
」
が
、
１
１
８
筆
10
・
８
㌶
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
農
地
へ
の
復
元
が
不
可

能
と
判
断
さ
れ
た
土
地
は
、
非
農
地
で

取
り
扱
う
こ
と
と
し
、
所
有
者
に
地
目

変
更
登
記
を
要
請
し
た
。
ま
た
、
草
刈

り
等
に
よ
り
耕
作
可
能
な
土
地
は
、
耕

作
放
棄
地
解
消
計
画
を
策
定
し
、
解
消

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
農
産
物
の
価
格
の
低
迷
に
加

え
、
過
疎
化
・
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
、

鳥
獣
被
害
等
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
さ

ら
に
、
耕
作
放
棄
地
は
、
山
間
部
な
ど

の
耕
作
条
件
の
悪
い
所
や
不
在
地
主
の

農
地
に
多
く
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
現
状
の
中
で
、
耕
作
放
棄
地
の
解

消
は
容
易
な
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら

れ
る
が
、
今
後
も
、
集
落
営
農
の
推
進
、

担
い
手
農
家
等
へ
の
農
地
の
斡
旋
、
農

地
情
報
の
提
供
の
強
化
等
に
取
り
組
み
、

少
し
で
も
耕
作
放
棄
地
が
解
消
で
き
る

よ
う
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。　
　

□問
減
反
政
策
を
続
け
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

町
長
職
務
代
理
者　

２
月
の
始
め
の
頃

に
、
農
林
水
産
省
が
米
の
生
産
調
整
で

選
択
制
を
検
討
し
て
い
る
と
の
報
道
が

あ
っ
た
。
昨
年
は
、
米
の
消
費
が
上
向

く
気
配
に
あ
っ
た
が
、
少
子
高
齢
化
が

進
む
中
で
、
長
期
的
に
は
需
要
の
減
少

が
見
通
さ
れ
て
お
り
、
選
択
制
に
な
れ

ば
生
産
過
剰
に
な
り
、
米
価
が
下
が
る

可
能
性
が
高
い
と
懸
念
さ
れ
る
。
米
価

が
暴
落
し
、
稲
作
経
営
の
継
続
に
大
き

な
支
障
が
で
る
こ
と
が
な
い
よ
う
慎
重

な
検
討
を
願
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
米
価
の
下
落
は
、
先
の
質
問

に
あ
っ
た
耕
作
放
棄
地
の
増
加
に
つ
な

が
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
米
の
生
産

調
整
の
是
非
や
あ
り
方
は
、
慎
重
な
判

断
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

◎
地
域
審
議
会
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

□問
意
見
は
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
て
い

る
か
。

町
長
職
務
代
理
者　

地
域
審
議
会
は
、

旧
町
村
の
区
域
ご
と
に
、
当
該
区
域
の

新
町
建
設
計
画
の
変
更
や
執
行
状
況
に

関
す
る
事
項
等
を
、
町
長
の
諮
問
に
応

じ
て
審
議
し
、
答
申
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
平
成
17
年
１
月
１
日
に
合
併

し
て
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
日
吉
地
区
、

広
見
地
区
両
地
区
で
、
そ
れ
ぞ
れ
７
回

の
審
議
会
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
の
審
議
会
で
は
、「
新
町
建
設
計
画
掲

載
事
業
」
の
進
ち
ょ
く
状
況
や
松
野
町

か
ら
の
合
併
申
し
入
れ
に
対
す
る
対
応

お
よ
び
地
域
情
報
化
事
業
な
ど
、
そ
の

時
々
の
行
政
課
題
な
ど
を
町
側
か
ら
報

告
し
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
委
員
の
皆
さ

ん
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
貴
重
な
ご
意
見
を
可
能
な
限

り
町
の
施
策
に
生
か
す
と
と
も
に
、
直

ち
に
対
応
が
可
能
な
こ
と
は
、
担
当
課

と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
実
施
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

□問
今
後
の
動
き
等
の
実
施
計
画
に
つ
い
て
。

町
長
職
務
代
理
者　

平
成
26
年
度
ま
で

の
間
、
年
に
２
回
以
上
開
催
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
「
新
町
建
設
計
画
掲
載
事
業
」

の
進
ち
ょ
く
状
況
を
報
告
し
、
ご
意
見

を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
現
在
策
定
中

の
松
野
町
と
の
合
併
に
係
る
「
新
町
基

本
計
画
」
と
の
整
合
性
の
点
な
ど
か
ら
、

「
新
町
建
設
計
画
」
の
変
更
の
必
要
性
が

生
じ
た
場
合
に
、
町
長
か
ら
の
諮
問
に

応
じ
て
ご
審
議
い
た
だ
き
、
答
申
を
い

た
だ
く
こ
と
に
な
る
。


